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私の「第九」への挑戦

９月、10 月と資料の提供のような長い分

量になりましたので、今月号は普通に戻り、

「第九」の季節を少し前どりして「歓喜の

歌」に挑戦します。

１．ベートーヴェンとシラー

ベートーヴェンの「第九」は後世の音楽

家たちに大きな影響を与えました。ブルッ

クナー、ブラームス、そしてあのマーラー

の合唱付き大オーケストラが生まれました。

彼らはベートーヴェンを尊重しつつも何か

新しい独創的な芸術を求めて作曲していま

す。音楽だけでなく絵画(クリムト)、文学(ロ

マン・ロラン)そして多くの民衆に「苦悩を

つき抜け歓喜に到る」生き方、勇気を与え

てきました。

その第 4 楽章に有名な合唱が入ります。

今回はその歌詩にチャレンジします。

芸術とは人々の五感に感動を与え、今、

ここを生きる生の喜びを喚起（歓喜）する

ものだと私は解釈しています。従って、私

見を言葉で語ることはタブー視されている

ようです。今回はそれを知った上での挑戦

です。

歓喜の歌はベートーヴェンが、生涯にわ

たって愛読したシラーの詩の一つ「歓喜に

寄す」から引用されています。歌い出しの

ところはベートーヴェン作詞です。比較し

た訳を引用します。理性的に理解すること

は容易ではありません。シラーがこの詩を

作った背景を見てみました。

２．シラーの生い立ち

シラー(1759-1805)の父は将校兼軍医で

した。シラーは優秀な頭脳に恵まれ 8 歳で

ラテン語を学び神学を目指していましたが、

余りにも賢かった為に、領主カール・オイ

ゲン公に認められ強制的に軍人養成学校に

入れられてしまいます。私の想像ですが、

小さい時の環境、親の影響を強く受ける幼

児体験は青春期に何らかの形をとって人格

形成にかかわってきます。シラーは権力の

強制を忌み嫌うようになり、1776 年(18 歳)

から「群盗」(自由と正義、権力に抗する崇

高な犯罪者の物語)を書きはじめます。1781

年に匿名で発表するとオイゲン公に捕まり

独房に入れられ、医学書以外の著作活動を

禁じられます。軍医として従軍命令も出さ

れました。シラーにとっては限界に達し、

1782 年亡命をします。苦しい生活の始まり

ですが、著作活動に励み、2 年後に「たく

らみの恋」(身分の違いの恋の顛末を書いた

市民悲劇)を書きます。その本がクリスティ

アン・ケルナー(1756ー1831)の目に留まリ、

感動を受けたケルナーから手紙を受け取り

ます。生活に困窮していたシラーは、翌年

(1785)ケルナーを訪ね暖かい歓迎を受け、

無償の援助と著作への共感という精神的な

支援を受けて、友情の素晴らしさに感動し

て「歓喜に寄す」を作ります。

ケルナーはシラーの死後「シラー全集」

を出版するほどに彼等の友情と共感の深さ
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が判ます。

この背景で詩を再読すると少し理解が深

まります。

この詩にはいろんな説がありますが、こ

こでは素直な解釈が全体の理解の助けにな

ります。

シラーはこの後にゲーテとの親交も深め

視野を広めていきます。1792 年にはペスタ

ロッチと共にフランス革命名誉市民に選ば

れています。カントの研究では後世のヘー

ゲルやフィヒティにも影響を与えるなど広

い分野で活動した人で、ウィリアム・テル

の作者でもあります。1805 年召天しますが

辞世の句は「ますます快活に、そしてより

良く」とあります。ベートーヴェンのシラ

ーへの共感が理解できます。

３．合唱の意味について

歓喜の詩は「シラーが生まれてはじめて

信頼できる友人たちにめぐり合えたと感じ

て作った詩でした。それを個人的な友情と

しないで全人類の友情を高らかに歌い上げ

たのが、いかにもシラーらしいことでし

た。」「シラーは青年時代に、封建的で自分

勝手な君主によって自分の意志に反した職

務と生き方を強制されたと感じて、自由を

奪う土地を脱け出しました。意志の自由を

得たかわりに生活の苦しさを味わうことに

なりました。その苦しみのつづく中で、親

身な救いの手を差し伸べて友人として迎え

てくれる人たちに出会うことができました。

その喜びの気持ちをあらわすために作っ

たのが「歓喜に寄す」という詩でした。友

情のテーマにおいて『走れメロス』とつな

がっています。(宮下啓三先生。三田文学

N0 99 号 166 頁)

以上の背景から合唱への理解の手がかり

がひとつ見つかりました。

「一人の友の友となるというのは何と大

きな恵み、大きな幸運」「たとえ一人でもこ

の世に真の友と呼べる者がいるものは何と

幸運なこと」この個人的な体験を通しての

観喜と感謝の念に満たされたシラーが人類

的な広がりをもたせたのが、ベートーヴェ

ンの目に留まったということ。

今ひとつは第九に引用されなかったとこ

ろを見てみました。

第Ⅳ節の主文の 8 行は次のような意味に

なります。

歓喜は自然を動かす強いバネ、

歓喜こそ宇宙の時計仕掛の輪をまわす。

歓喜は蕾から花をさかせ、

もろもろの恒星を大空に燃えたたせる。

歓喜は学者の知らぬ星々をも空間(天空)

におどらせる

第Ⅴ節の後半 4 行は、

耐え忍べ、勇気をもって、いく百万の人々

よ。

耐え忍べ。より良き世界のために

星空の彼方にいます偉大な神は

必ずや汝の労苦に応えてくださるだろう

（以上の引用は、藤井義正著・『私の第九』

26 頁より）※末尾参照

ここでの神は単数になっています。

歓喜はわれらに口づけ（赦しと愛）と葡

萄（子孫の繁栄、豊かさ）を与え、死の試

練を経た友を与えるというところと合わせ

て考えると歓喜は神と読むこともできると

感じました。歓喜を自由と読み替えた訳者

もいます。

次のページでは大木正純氏の訳を基本に、

今の私の解釈、私の第九読みを紹介します。

①②③④⑤⑥の番号は私が付けたものです。

この歌詞の部分が繰り返し合唱されます。
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歌い出しの所はベートーヴェンの作詞です。

おお、友よ、この調べではない！

もっと快い、

喜びに満ちた調べで歌おうではないか！

以下はシラーからの詩です。

大木正純訳

①歓喜よ、歓喜よ、歓喜よ、

美しい神々の閃光よ、楽園からの娘よ

我らは燃えるように酔いしれ、

天国に、汝の聖殿に踏み入ろう

汝の神秘な力は、

引き離されたものを再び結びつけ、

汝の優しい翼のとどまるところ、

人々はみな兄弟となる

②一人の友の友となるという

大きな幸運に恵まれた者は

優しい女性を得た者は

歓喜の声に和せ

そうだ、この世にたとえ一人でも、

わがもの、と呼べる人がいるものは！

しかし、それができないものは、

泣き悲しみつつこの仲間から去れ

③すべてのものは歓喜を

自然の乳房から飲み

善なるものも悪なるものもすべて

みなバラの道をゆく

歓喜はわれらに口づけと酒を与え

死の試練を経た友を与える、

虫けらにも快楽は与えられ

そして天使は神の前に立つ！

私の 70 歳の第九 解釈

歓喜よ、歓喜よ、歓喜を与えたもう神よ

聖霊の光輝く神よ、楽園からの乙女よ

（楽園からの良い知らせをもたらす乙女）

我らは燃えるような喜びに満ちて

主の聖所に踏みいります

あなたの神秘な力は、時が残酷にも

引き離されたものを再び結びつけ、

あなたの優しい翼のとどまるところ

人々はみな兄弟となる

一人の友の友となるという

大きな幸運に恵まれたものは何と幸せなこと

か

優しい妻を迎かえんとする者は何と幸せな

ことか

歓喜の声を合わせ、主に感謝しよう。

そうだ、この世にたとえ一人でも、

真の友と呼べる人がいる者は何と幸せなこ

とか。

しかし、それができないものは、

泣き悲しみつつ、この仲間から去れ※

在りて有るものは皆、（人も動物も植物も）

自然の乳房から歓喜（神の恵み）を飲み、

善なるものも悪なるものもすべて、

みなバラの道をゆく（バラは救いと喜びの象徴）

歓喜はわれらに接吻（赦し）と葡萄の蔓（豊

かさの伝承、永続）を与え

死の試練を経た友を与える、（キリスト・イ

エスを連想）

虫けらのような取るに足りない私にも快楽

を与え

知性の天使は神の前に立つ！※※
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④楽しく、神の多くの太陽が

天空の見事な平面を飛ぶように

走れ、兄弟たちよ、なんじの道を、

英雄が勝利に赴くように、喜ばしく。

⑤いく百万の人々よ、互いに抱き合おう！

このくちづけを全世界に与えよう！

兄弟たちよ！星空のかなたには、

愛する父が必ず住みたもう

⑥いく百万の人々よ、地にひれ伏すか？

世界よ、創造の主を認めるか？

星空のかなたに主を求めよ！

星のかなたに必ず住みたもう

大木正純訳は 2011 年 11 月１日東京文化

会館５０周年記念フェスティバル オープ

ニング

コンサートのプログラムから引用しまし

た。非常に分かり易い訳だとかんじました。

右の解釈は私が今 70 歳で、第九を聞くとき

の歌詞です。ドイツ語が分かりませんので

このように聞いています。

①の 2 行目、「美しい神々の閃光よ、楽園

からの娘よ」は第九の合唱の最後を締めく

くる

ところです。

②の下から 2 行は解釈が難しいです。シ

ラーは恩人ケルナーのグループに出会って

意気投合して、有頂天になっていたように

感じます。ベートーヴェンはこの孤独の悲

しみを味わい、

こんな惨めさはもう嫌だ。という気持ちを

こめてトーンを下げているようです。

③バラはルターの紋章を参考に私流の解

釈をしました。シラーの両親はルター派の

キリスト教徒であったのでシラーのどこか

にもその影響はあると考えました。

楽しそうに神々しく光る星らが

壮大な天空（軌道）を飛び交うように

走れ、兄弟たちよ、汝の道を、

英雄が勝利に赴くように、喜びに満ちて。

幾万人の人々よ、わが抱擁を受けよ

（神に抱かれて生きよう。抱かれて有れ）

この接吻（赦し）を全世界に与えよう！

兄弟たちよ！星空の彼方には、

愛する父が必ずおられる。

幾万人の人々よ、地にひれ伏すか！

世界よ、創造の主を予感するか！

星空の彼方に主を求めよ！

星空の彼方に、愛する父は必ずおられる。

ルターの紋章のバラの意味はこの世を越

えた喜び、慰め、平和又は救い主を表して

いるとのことです

最後の 2 行は今のところ分かりません。

「接吻と酒」も解釈に困りましたが、「接吻」

は赦しと愛としました。酒は他の訳では葡

萄酒となっているのが多いですが、ドイツ

語の辞書には Rebe は葡萄の枝とあり、

Reben の変化が解りませんが酒のイメージ

は出てこないので困っていましたら、これ

又、佐渡 裕さんが「日経おとなの OFF」

の第九入門記事の中で「葡萄の蔓」と訳さ

れていました。葡萄は子孫繁栄のシンボル、

豊かさを表し、蔓は永続だと私は解釈しま

した。

⑤互いに抱き合おうでもいいですが、動

詞が受け身になっているので気になってい

ましたら

藤井義正氏の著書に接し、同じ考えの方

がおられることに勇気づけられ、「抱かれて

有れ わが抱擁を受けよ！」（佐渡訳）とし、

主語を明確にしました。
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第九で歌われる部分

シラーの原詩は当初は 9 節でした。後に

8 節に推敲されています。

各節は主節の 8 行詩と従節の 4 行詩で構

成されて 12 行で 1 節が完結する形式です。

文末のドイツ語の歌詞で第 1 節は、囲み

の右に付けましたⅠと１で構成されます

ベートーヴェンは 4 節までを引用してい

ます。但し 4 節の本文は引用せず、従節の

部分のみの引用です。次ページのドイツ語

の囲みの前に手書きで①から⑦まで付記し

ましたが、それが第九で歌われる順番です。

まず、歌い出しの部分はベートーヴェン

自身の作詞です。

バリトンが満を持して歌いはじめます。

そして、フロイデ！フロイデ！の合唱に続

いてバリトンの独唱が、Ⅰの部分を歌い、

続いてⅠの後半（Deine Zauber binden

wieder から weilt まで）を合唱が歌います。

おお友よ、この調べではない！

もっと快い、喜びに満ちた調べで歌おうで

はないか！

Ⅱ－Ⅲまで独唱が歌った後に合唱はその

後半部分を歌います。これが全体の前半で

す。

後半はテノールの独唱とともに、男性だ

けの合唱です。４の後半です。

しばらくはオーケストラの演奏があり、

続く合唱はⅠのところ、即ちシラーの 1 節

の主節のところです。バリトンの歌い出し

のところを合唱で歌います。

次は１の部分が男性合唱の後ろに女性合

唱が重なり、ゆっくりと歌われます。

次に３、シラー原詩ではⅢ節の後半、と

ても有名なところです。静かにゆっくりと

祈るように。(佐渡裕さんの訳を引用）

走れ、兄弟たちよ！汝の道を

喜びに満ち、勝利に進む英雄の如く！

勝利に進む英雄の如く！

喜びに満ち、勝利に進む英雄の如く！

その後もⅠを中心に繰り返しがあります。

Ⅰの前半と１の前半の組み合わせ

３の前半と１の後半の組み合わせ

世の習わしが、残酷にも、引き離した者を

再び結びつける。あなたの優しい翼のかげ

で、人々はみな兄弟となる！

(２回繰り返し）

Ⅰの後半 更にⅠの後半の一部

そして、フィナーレの部分に入ります。

いく百万の人々よ、わが抱擁を受けよ！

（神に抱かれて在れ！）

その接吻を、全世界に！

（接吻は神の赦しと愛）（2 回繰り返し）

兄弟たちよ！星空の彼方には、愛する父が

必ずや住みたもう。

いく百万の人々よ。わが抱擁を受けよ！

この接吻を、全世界に！全世界に！

兄弟たちよ！星空の彼方に必ずや

愛しき父は住みたもう。

愛しき父は住みたもう。愛しき父は住みた

もう

わが抱擁を受けよ！（神に抱かれて在れ！）

わが抱擁を受けよ！（神に抱かれて在れ！）

この接吻を全世界に、全世界に、全世界に

この接吻を全世界に、全世界に、全世界に
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最後の最後は一番始めに戻り

歓喜よ、歓喜よ、美しい神の輝き、

美しい神の輝き、

楽園の乙女よ、歓喜よ、美しい神の輝き

神の輝き！

で終わります。

歌詞の意味を知らなくても第九は感性に

ベートーヴェンを響かせてくれます。

「第九には、つらい日々を洗い流し、愛と

感謝に昇華させる魔力がある。曲全体が持

つ畏敬と慈愛に満ちた力が、圧倒的な迫力

で表現された一作」（西村雄一郎氏）

「歓喜の主題が始めて現れようとする瞬間

に、オーケストラは突如中止する。急な沈

黙がくる。歓喜の歌の登場へ、この沈黙が

一つの不思議な神々しい性格を与える。実

際、この主題は一個の神ともいえるのであ

る。超自然的な静けさをもってひろがりな

がら、歓喜は空から降りて来る。その軽や

かな息のそよぎで、歓喜は悩みを愛撫する。

苦悩から力を恢復して立ち上がる心の中へ

喜びがすべりいるとき、それが与える第一

の感銘は情愛の深さである。」

ロマン・ロランの[ベートーヴェンの生

涯」岩波文庫版 p65 からの引用です。

もう一度、ベートーヴェンとシラーの接

点に戻ってみます。

シラーがこの詩を書いたのは 1785 年(26

歳)の時、ベートーヴェンがこの詩に触れた

のは 1793 年(23 歳)――-ベートーヴェンは

シラーより 11 歳若い―――

当時のベートーヴェンは難聴が進み、唯一

書いたオペラ『フィデリオ」を指揮するこ

とができず、親友とは仲違いの中、可愛が

っていた甥のカールのピストル自殺未遂事

件が重なり、悲しみの深淵にあった。そん

なときに、ベートーヴェンは歓喜をほめよ

うと企て、生涯を通じて歓喜を歌おうと望

み 1824 年(54 歳)の時に完成自の指揮によ

って初演を成功させている。

「魂は、それが歓喜を持たぬときには、自

らそれを創り出さねばならないほどに歓喜

を必要とするものである」というロマン・

ロランの言葉がベートーヴェンの生涯を一

言で言い表わしているように感じます。

1796 年と 1800 年の間に聾疾はその暴威

を振るいはじめた。夜も昼も耳鳴りが絶え

なかった。そして、彼はまた腸の疾患に終

始なやまされた。

絶望としか言いようのない深淵の底で、

尚、光を、歓喜を求め得る力はどこから湧

いてくるのであろうか？

私自身も耳鳴りに悩み既に 7 年になりま

す。偉業は無いものの苦悩の心情は理解で

きます。希望が持てない時にも希望が与え

られたことも経験してきました。

ここに私の 70 歳の第九を語りました。

来年はどんな第九が聞けるでしょうか？

小原 靖夫

（次頁にドイツ語歌詞を記載）

※本月号を書いているとき、私が求めてい

た本に出会いました。多くの疑問が解けま

した。

藤井義正著 『私の第九』

神戸新聞総合出版センター

詳細は 12 月号に記します。
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第九の歌詞とシラーの原詩との関係

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲはシラー原詩の⑴−⑵−⑶節の主

文を表します。１・3・４は原詩の各節の後

半をあらわします。これに沿って和訳がさ

れています。


